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平成２９年度第１回岡山大学 Alumni（全学同窓会）理事会議事要旨 

 

日 時 平成２９年６月２０日（火）１３：３０～１４：４７ 

場 所 岡山大学本部棟６階 第一会議室 

 

■ 開会 

小長会長から開会の挨拶があり、円滑な審議が行えるよう協力願いたい旨の発言があ

った。 

 

■ 出席者の確認 

小長会長から、出席者の確認があった。 

欠席者：竹崎理事（代理出席：尾﨑重美氏）、貞本理事、近藤監事、金光顧問 

 

■ 議 題 

 

１ 審議事項 

 

（１）役員等の交代について         

小長会長から、資料１に基づき、平成２９年４月１日付けで多数の理事等が交代と

なっている旨の説明があり、自己紹介等の後、審議の結果、承認された。 

 

（２）名誉功労会員について 

小長会長の指名により、高橋事務局長から資料２に基づき、岡山大学 Alumni（全学

同窓会）会則第８条に規定する名誉功労会員について、森田前学長および荒木前理事 

・副学長の推薦について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（３）平成２８年度事業報告および平成２８年度会計報告並びに監査報告について 

 小長会長の指名により、事務局から資料３に基づき、平成２８年度に実施の各種事

業等についての説明および資料４に基づき、平成２８年度の収支決算状況についての

詳細な説明と、監事による監査報告書の説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（４）平成２９年度事業計画および平成２９年度収支予算について 

小長会長の指名により、事務局から資料５に基づき、平成２９年度事業計画（案）

の説明（資料７から資料 12 までは各種事業内容）、資料６に基づき平成２９年度収支

予算（案）の説明があり、審議の結果、承認された。 

 

２ 報告事項 
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（１）会費納入状況について 

小長会長から、今年度も Alumni と学部等同窓会とで一括して学部新入生の会費を徴

収したことについて、各学部等同窓会関係者の協力に対し謝辞があった後、高橋事務局

長から、会費納入に関しての取組状況について説明があった。続いて事務局から、資料

13 に基づき、昨年度と比較し若干納入率が下がっている等詳細な説明と、会費未納者

については今後も引き続き依頼していく旨の説明があった。 

 

（２）旧制第六高等学校との連繋について 

小長会長の指名により、高橋事務局長から資料 14 に基づき、「岡山大学六高連繋調

整委員会」を立ち上げ、六高記念館関係者を交えて連繋方策を検討していく予定であ

る旨の報告があった。 

 

（３）Alumni 東海支部（仮称）設置に向けての状況について 

小長会長の指名により、事務局から資料 15 に基づき、東海地区における各学部同窓

会の設置状況、愛知県在住の同窓生との調整状況等について詳細な報告があった。 

続いて事務局から、東海支部設立に関し、日程等については今後調整することの説

明と、法文経学部同窓会、医学部同窓会及び歯学部同窓会以外の学部同窓会の活動は

無いため、同窓生へ連絡する方法として各学部同窓会事務局からの文書発送をお願い

したい旨の依頼があった。なお、文書の作成、発送料等については、Alumni 事務局で

負担することの補足説明があった。 

続いて種々意見交換があった後、小長会長から、各学部同窓会においては、東海地

区同窓生の文書発送に協力願いたい旨の発言があった。 

 

３ その他 

 

（１）国際同窓会等について 

神崎理事から、今年のスーパーグローバルムカミングデイ当日における国際同窓会

交流会は、大学の行事として開催することの説明と、アラムナイ理事、部局長等にも

参加願い、留学生の増、学生の海外派遣等について意見交換する場としたい旨の説明

があった。 

次いで、張国際同窓会会長から、本年度は支部の活性化に取り組む等国際同窓会の

活動内容について報告があった。 

 

（２）岡山大学歯学部同窓会奨学金について 

千原理事から、岡山大学歯学部同窓会において、経済的困難な学生に対し、奨学金

制度を開始した旨の報告があった。 

 

（３）学都基金について 



 3 / 3 
 

高橋理事から、学都基金の募金状況の報告と、企業から岡山大学と一緒にイノベー

ションを起こしたい旨の要望が多々ある旨の報告があった。 

次いで小長会長から、各企業とのイノベーションプロジェクト推進に協力願うこと

により、各企業から再度の基金への申込みも期待できる旨の発言があった。 

槇野学長から、グローバル化の推進において、オランダとの連携の状況説明があっ

た後、国際戦略を展開し、イノベーションを創出していくことで良い循環を図ってい

く旨の発言があった。  

 

（４）次回理事会、スーパーグローバルホームカミングデイ、総会の開催について 

小長会長から、次回理事会(10/20)、スーパーグローバルホームカミングデイ(10/21)、

総会(10/21)の開催予定日等の連絡があった。 

                                  以 上 


